
学校Ⅱ 

観賞日 2025年 3月 24日 上映時間 122分 

 

【概要】 

制作  1996年 松竹                 

監督  山田洋次 

脚本  山田洋次、朝間義隆                  

音楽   冨田勲            

撮影  長沼六男 

出演  西田敏行（青山竜平）、永瀬正敏（小林大輔）、いしだあゆみ（北川玲子） 

吉岡秀隆（緒方高志）、神戸浩（久保佑矢）、小藪千豊（いとう）、浜崎あゆみ（由香）  

     

【あらすじ】 

  北海道にある竜別高等養護学校。リュー先生こと青山竜平はこの学校のベテラン教師。卒業式を間

近に控えた 3月 3日、3年生の緒方高志と久保佑矢の二人が失踪する。集められた情報から二人が旭

川に向かったことが判明。竜平は新人教師の小林とともに二人の行方を追う。 

道すがら、竜平は高志、佑矢と過ごした 3年間を回想する。入学当初、高志は軽度の障害者であっ

たが、中学時代に受けた差別といじめが原因で心を閉ざし言葉を失っていた。一方の佑矢は重度の障

害者で校内で最も世話の焼ける存在で、小林が専任で張り付いていた。１年の 2学期、高志が初めて

声を発する。我儘な振舞いをする佑矢を叱りつけたのだ。それ以来、高志は話をするようになり、佑

也は高志の弟分のような存在になった。3年の 2学期、高志は現場実習に出る。しかし、世間はそう

甘くない。 

高志と佑矢は夕方、旭川でコンサートに行き、晩は養護学校の先輩の木村を訪ねた。そこで、高志

は仕事の厳しさを教わる。帰路、高志と佑矢は熱気球に乗り込み、竜平と小林に遭遇するが・・・。 

  「教育とは何かを問う」学校シリーズの第 2弾。今回は極めつけの養護学校が舞台。 

                                

【解説】 

 ■ポイント   

  ●養護学校 

   障害児を対象にする学校の一つで、①精神発達遅滞児、②肢体不自由児、③病弱児を対象に幼稚

園、小・中・高校に準ずる教育を行う。2007年の学校教育法の改正に伴い、盲学校、聾学校を

総称して特別支援学校となった。本作に登場する「竜別高等養護学校」は①の精神発達遅滞児を

対象とする高等学校。 

  ●神戸浩（1963年～） 

   愛知県出身。愛工大名電高校卒業。1991年の「無能の人」で注目を浴び、以後

「学校」（93年）、本作（96年）など、山田作品で活躍。ホテルマンをしながら

芸能活動を行っている。 

■見どころ  

  ●教育現場を通じて成長するのは生徒ばかりではない 

   成長する先生たち 

  ●リュー先生が別れている妻に宛てた手紙  

   作者が伝えたかったこと 

  ●この学校の卒業生たちは社会の荒波を乗り越えていけるのか  


